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授業科目 NO. 110 キャリアデザイン論 
   Introduction to Career Design 

 

授 業 の 形 態 ： 演習 

単位数（時間数）： 1単位（30時間） 

開講年次・学期： 1年次・前期 

必修・選択の別： 必修 

キ ー ワ ー ド ： キャリアデザイン、プロフェッショナリズム、コミュニケーシ

ョンスキル、社会性、カンファレンス技術、グループダイナミ

ックス、教育理念、ディプロマポリシー 

      

1 金沢医科大学看護学部の到達目標（全科目共通です） 

① 豊かな人間性と倫理観 

② 看護学の知識と技術、及び実践力 

③ 地域志向を視野に入れた専門性の獲得 

④ 生涯学習能力 

⑤ 国際的視野の獲得 

 

2  学 修 目 標 

  1）一般目標（GIO） 

   本科目をキャリア・ガイダンスの推進として位置付け、社会人として、また看護職として、

高いプロフェッショナリズムが求められていることを理解する。さらに、医療・看護への社会

からの期待、社会への責任を理解し、目的意識を持って大学生活を送ること、すなわちどのよ

うに自分らしさを磨き、大学で何をどのように学び、大学生活をどう過ごすかを考えることが

できる。 

 

2）行動目標（SBO）※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学看護学部の到達目標との関連を示す。 

（1）キャリアデザインの基本的な考え方を説明できる。（④） 

（2）大学での学修を通してどのような能力を培う必要があるか説明できる。（①④） 

（3）社会人として必要な基礎的能力を説明できる。（①④） 

（4）医療・看護への社会からの期待、社会への責任を踏まえて、看護職に求められるプロフェッ 

ショナリズムや倫理観を説明できる。（①②③④⑤） 

（5）看護職の活躍の場、看護職の様々なキャリアアップがあることを説明できる。（①②③④⑤） 

（6）自分たちが目指すべき看護職者像をグループで議論し、プレゼンテーションを行える。（④） 

（7）自分の興味や関心があること、強み、価値観を把握し、自分らしいキャリアの作り方を考察

できる。（④） 

（8）4 年間の大学生活でどのように学び、どのように過ごすかについてグループで議論し、プレ

ゼンテーションを行える。（④） 
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3 学 修 内 容 

授業の内容については、授業計画に示す。 

 

4 評     価 

評価項目 評価割合 

定期試験成績 ％  

実習成績 ％  

レポート   ５０％  

授業態度 １０％  

プレゼンテーション ４０％  

その他 ０％  

合計 １００％  

    （特記事項）授業態度：グループワークに取り組む姿勢 

 

5 教 育 担 当 者 

科目責任者：長山 豊 

 

准 教 授   長山 豊（精神看護学） 

准 教 授   北濱 まさみ（母性看護学・助産学） 

准 教 授   大江 真人（精神看護学） 

講   師   直井 千津子（老年看護学） 

講   師   杉山 希美（公衆衛生看護学） 

 

6 教  科  書 

  教科書指定しない。随時講義資料を配布する。 

   

7 推 薦 参 考 書 

1） 前原澄子・遠藤俊子看護学生のためのよくわかる大学での学び方 第 2 版，金芳堂，2018 

2） 勝原裕美子：看護師のキャリア論，ライフサポート社、2007 

 

8 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

授業 1コマにつき、事前学修・事後学修として計 45 分程度必要です。 

・毎回の授業時に自身のキャリアデザインに役立つ情報について提示するので、自己学修してお 

くこと。 

・9回目～11 回目の授業については、「理想の看護職者像」をグループで検討するため、事前に参

考書や資料、看護職のキャリアに関する体験談などを調べてから参加すること。 
・14 回目～15 回目の授業については、これまでの学修内容を踏まて、自らの 4 年間の大学生活

の過ごし方をまとめた上で参加すること。 
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9 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 

   プレゼンテーションやレポートに対して、授業中にコメントをする、あるいは、個別にコメント 

   を返します。 

 

10 履修上の注意事項 

事前に自ら調べたり、考えたりして授業に参加すること。 

グループワークやディスカッションには積極的に参加すること。 

 

11 オフィスアワー等 

随時質問や相談を受け付けるが、事前に e-mailにて都合を確認すること。 

長山：naga-y@kanazawa-med.ac.jp 

北濱：kitahama@kanazawa-med.ac.jp 

大江：oemasato@kanazawa-med.ac.jp 

直井：c-naoi@kanazawa-med.ac.jp 

杉山：kisugi@kanazawa-med.ac.jp 



　　第1学年 キャリアデザイン論

学期 回数 開講日 時限 区分 講義・実習内容 レポート/小テスト等 講座・科目群名 教員名

前 1 4月13日 (木) 4 講義 キャリアデザインとは 精神看護学 長山准教授

前 2 4月14日 (金) 2 講義 大学は何を学ぶところなのか 精神看護学 長山准教授

前 3 4月18日 (火) 3 講義 社会人として必要な基礎的能力 精神看護学 長山准教授

前 4 4月20日 (木) 3 講義 看護職としてのプロフェッショナリズム 精神看護学 長山准教授

前 5 4月25日 (火) 2 講義 看護職として求められる倫理観 精神看護学 長山准教授

前 6 4月26日 (水) 3 講義 看護職の活躍の場、様々なキャリアアップ 精神看護学 長山准教授

前 7 4月28日 (金) 3 講義 先輩看護職のキャリアから学ぶ(1) レポート 老年看護学,精神看護学
直井講師,大江准教
授,長山准教授

前 8 5月01日 (月) 1 演習 先輩看護職のキャリアから学ぶ(2) レポート
母性看護学・助産学,公衆
衛生看護学,精神看護学

北濱准教授,杉山講
師,長山准教授

前 9 5月01日 (月) 2 演習 私達が目指す理想の看護職者像とは(1) グループワーク
精神看護学,老年看護学,
母性看護学・助産学,公衆

衛生看護学

長山准教授,大江准
教授,直井講師,北濱
准教授,杉山講師

前 10 5月02日 (火) 3 演習 私達が目指す理想の看護職者像とは(2) グループワーク
精神看護学,老年看護学,
母性看護学・助産学,公衆

衛生看護学

長山准教授,大江准
教授,直井講師,北濱
准教授,杉山講師

前 11 5月02日 (火) 4 演習 私達が目指す理想の看護職者像とは(3) プレゼンテーション
精神看護学,老年看護学,
母性看護学・助産学,公衆

衛生看護学

長山准教授,大江准
教授,直井講師,北濱
准教授,杉山講師

前 12 5月08日 (月) 3 演習
自分の興味・関心、強み、価値観を探求す
る

レポート
精神看護学,母性看護学・
助産学,公衆衛生看護学

長山准教授,北濱准
教授,杉山講師

前 13 5月09日 (火) 1 演習 自分らしいキャリアの作り方を考える レポート
精神看護学,母性看護学・
助産学,公衆衛生看護学

長山准教授,北濱准
教授,杉山講師

前 14 5月18日 (木) 1 演習 4年間の大学生活をどのように過ごすのか(1) グループワーク
精神看護学,母性看護学・
助産学,公衆衛生看護学

長山准教授,北濱准
教授,杉山講師

前 15 5月18日 (木) 2 演習 4年間の大学生活をどのように過ごすのか(2)
プレゼンテーション,
レポート

精神看護学,母性看護学・
助産学,公衆衛生看護学

長山准教授,北濱准
教授,杉山講師




